
様式２－１

令和8 年 4 月 10 日

就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（全体）

事業所名 フジライフサポート 事業所番号 1510103490

住　所 新潟市東区柳ヶ丘2番14号 管理者名 田村幸太

電話番号 025-250-7667 対象年度 令和7年度

（Ⅰ）労働時間 （Ⅳ）　支援力向上（※）

①1日の平均労働時間が７時間以上

40

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会

15

②1日の平均労働時間が６時間以上７時間未満 　 　　　参加した職員が１人以上参加している ○

③1日の平均労働時間が５時間以上６時間未満 ②研修、学会等又は学会誌等において発表

④1日の平均労働時間が４時間30分以上５時間未満 　 　　　１回以上の場合 ○

⑤1日の平均労働時間が４時間以上４時間30分未満 ○ ③視察・実習の実施又は受け入れ

⑥1日の平均労働時間が３時間以上４時間未満 　　　 いずれか一方のみの取組を行っている ○

⑦1日の平均労働時間が２時間以上３時間未満 ④販路拡大の商談会等への参加

⑧1日の平均労働時間が２時間未満 点 　　　１回以上の場合 ○

①90点 ②80点 ③65点 ④55 点 ⑤40点 ⑥30点 ⑦20点 ⑧5点
⑤職員の人事評価制度

（Ⅱ）生産活動 　　　人事評価結果に基づき定期に昇給を判定する
　　　制度を設け、全ての職員に周知している

○

①過去３年の生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用者に支
払う賃金の総額以上

　

50

⑥ピアサポーターの配置

②過去３年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の各年度
における生産活動収支がそれぞれ当該各年度に利用者に支払う
賃金の総額以上

○ 　　　ピアサポーターを職員として配置している

③過去３年の生産活動収支のうち前年度における生産活動収支
のみが前年度に利用者に支払う賃金の総額以上

　
⑦第三者評価

　　　過去３年以内の福祉サービス第三者評価を
　　　受審しており、結果を公表している。

④過去３年の生産活動収支のうち前々年度における生産活動収
支のみが前々年度に利用者に支払う賃金の総額以上 ⑧国際標準化規格が定めた規格等の認証等

⑤過去３年の生産活動収支のうち前年度及び前々年度の各年度
における生産活動収支がいずれも当該各年度に利用者に支払う
賃金の総額未満

　　　都道府県知事が適当と認める国際標準化規格が定めた
　　　規格その他これに準ずるものの認証を受けている

⑥過去３年の生産活動収支がいずれも当該各年度に利用者に支
払う賃金の総額未満

　
小計（注2） 5 点

点 （※）８項目の合計点に応じた点数 （注2）5以上:15点、4～3：5点、2点以下：0点

①60点 ②50点 ③40点 ④20点 ⑤－10点 ⑥－20点 （Ⅴ）地域連携活動

（Ⅲ）多様な働き方（※）
地域の事業者と連携した付加価値の高い商品開発、企業や官公庁等
での生産活動等地域社会と連携した活動を行い、その結果をインタ
ーネット等により公表している

○ 10①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度

15

　　　　　就業規則等で定めている ○ 点

②利用者を職員として登用する制度
1事例以上ある場合:10点

　　　　　就業規則等で定めている ○ （Ⅵ）経営改善計画

③在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

経営改善計画の提出を求められていない。または、経営改善計画の
提出を求められているが、指定された期日までに提出している。

○ 0　　　　　就業規則等で定めている ○

④フレックスタイム制に係る労働条件 点

　　　　　就業規則等で定めている
期限内に提出していない場合:-50点

⑤短時間勤務に係る労働条件 （Ⅶ）利用者の知識・能力向上

　　　　　就業規則等で定めている ○ 前年度において、就労継続支援Ａ型事業所等が利用者の知識及び能
力の向上に向けた支援を行い、当該支援の具体的な内容を記載した
報告書を作成し、インターネットの利用その他の方法により公表し
ている。

○ 10⑥時差出勤制度に係る労働条件

　　　　　就業規則等で定めている ○ 点

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度
1事例以上ある場合:10点

　　　　　就業規則等で定めている ○

⑧傷病休暇等の取得に関する事項

　　　　　就業規則等で定めている ○

小計（注1） 7 点
（※）８項目の合計点に応じた点数 （注1）5以上:15点、4～3：5点、2点以下：0点

項目 点数

労働時間 5点 20点 30点 40点 55点 65点 80点 90点

生産活動 ⁻20点 ⁻10点 20点 40点 50点 60点 合計

多様な働き方 0点 5点 15点

140
／２００点

支援力向上 0点 5点 15点

地域連携活動 0点 10点 点

経営改善計画 0点 ⁻50点

利用者の知識・
能力向上

0点 10点



様式２－２

就労継続支援Ａ型事業所におけるスコア表（実績Ⅰ～Ⅳ、Ⅵ）

（Ⅰ）労働時間

前年度（令和7年度）

雇用契約を締結していた全ての
利用者における延べ労働時間

12,288 
雇用契約を締結していた延
べ利用者数

2,967 
利用者の１日の平
均労働時間数

4 

時間 人 時間

（Ⅱ）生産活動

　 会計期間（4月～3月）

前々々年度（令和5年度）

生産活動収入から経費
を除いた額

8,341,444 
利用者に支払った賃金
総額

17,096,770 収支 8,755,326
円 円 円

前々年度（令和6年度）

生産活動収入から経費
を除いた額

16,069,693 
利用者に支払った賃金
総額

16,069,693 収支 0
円 円 円

前年度　（令和7年度）

生産活動収入から経費
を除いた額

13,833,050 
利用者に支払った賃金
総額

13,833,050 収支 0
円 円 円

（Ⅲ）多様な働き方

前年度（令和7年度）における取組（全体表「（Ⅲ）多様な働き方」の各項目において「就業規則等で定めている」と選択した場合に記載）

①免許・資格取得、検定の受検勧奨に関する制度 ②利用者を職員として登用する制度 ③在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

◎免許・資格取得、検定の受検勧奨 ◎利用者を職員として登用する制度を 在宅勤務に係る労働条件及び服務規律

に関する制度を定めている 定めている に関する制度を定めている

④フレックスタイム制に係る労働条件 ⑤短時間勤務に係る労働条件 ⑥時差出勤制度に係る労働条件

◎フレックスタイム制に係る労働条件を ◎短時間勤務に係る労働条件を ◎時差出勤制度に係る労働条件を

定めている 定めている 定めている

⑦有給休暇の時間単位取得又は計画的付与制度 ⑧傷病休暇等の取得に関する事項

◎有給休暇の時間単位取得または、計画的付与制度 ◎傷病休暇等の取得に関する事項を

を定めている 定めている

（Ⅳ）　支援力向上

前年度（令和7年度）における取組（全体表「（Ⅳ）支援力向上」の各項目に取組あり選択とした場合に記載）

①研修計画に基づいた外部研修会又は内部研修会 ②研修、学会等又は学会誌等において発表 ③視察・実習の実施又は受け入れ

◎研修計画を策定している ◎研修、学会等又は学会誌等において ◎先進的事業者の視察・実習の実施している

◎外部研修、もしくは内部研修を 　１回以上発表している もしくは、他の事業所の視察・実習を受け入れている

１回以上実施している。 ※研修、学会等名 「全国福祉事業所オンライン事例検討会」 ※先進的事業者名

　  実施日 3 月 13 日  実施日/ 参加者数 月 日 人

※研修名 「障がいのある方もイキイキと働ける環境作り」 ※学会誌等名 ※他の事業所名 就労継続支援A型　GRAN BASE

  研修講師 株式会社はあとふるあたご　取締役・人事部長　松井治城氏  掲載日 月 日  実施日/ 参加者数 6 月 6 日 3 人

  実施日・受講者数 5 月 20 日 35 人  発表テーマ 「A型におけるアセスメントの多様性と実践」

④販路拡大の商談会等への参加 ⑤職員の人事評価制度 ⑥ピアサポーターの配置

◎販路拡大の商談会や展示会等へ１回以上 ◎職員の人事評価制度を整備している ◎ピアサポーターを配置している

参加している。 　 　 ◎当該人事評価制度を周知している ◎当該ピアサポーターは「障害者ﾋﾟｱｻﾎﾟｰﾄ研修」

※商談会等名 「多様性がひらく"はたらく"の未来-地域・企業・福祉の共創EXPO-」 人事評価制度の制定日 R2 年 4 月 1 日 　を受講している

 主催者名 一般社団法人I have a dream 人事評価制度の対象職員数 名 ※配置期間　　月　日～　月　日

 日時 10 月 3 日 うち昇給・昇格を行った者 名  就業時間

 内容 障害福祉施設と企業との出会いの場を通じて、障害福祉施設の可能性を広く発信し、 当該人事評価制度の周知方法  職務内容
新たな連携や事業展開に繋げる目的 施設内で掲示

⑦第三者評価 ⑧国際標準化規格が定めた規格等の認証等

◎前年度末日から過去３年以内に ◎ＩＳＯが制定したマネジメント

　福祉サービス第三者評価を受けている 　規格等の認証等を受けている

※評価を受けた日 月 日 　 ※認証を受けた日 月 日 　

 第三者評価機関  規格等の内容

（Ⅵ）　経営改善計画

◎指定権者である都道府県（指定都市・中核市）へ、

　経営改善計画書へ提出した。

※受理日 R 7 年 7 月 11 日 　

各項目について適宜、実績がわかる情報を追加すること。



令和 8年 4月 6日

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 フジライフサポート 事業所番号 1510103490

住　所 新潟市東区柳ヶ丘2番14号 管理者名 田村 幸太

電話番号 025-250-7667 対象年度 令和7年度

地域連携活動の概要
＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所：フジアグリファーム  株式会社

実施日程：１０：1５～１5：４５

実施内容：収穫作業・菌床浸水作業・菌床並べ・ラック直し・
　　　　　除袋作業・コンテナ清掃・椎茸軸取り

利用者数：計6名の利用者

＜目的＞

職種の幅が広げることで就職の幅を広げる

地域の活性化,地域貢献

仕事に対しての達成感や責任感を覚える

農業を身近に感じてもらう

＜成果＞ 作業内容はマニュアル書があるので

仕事に対しての達成感 マニュアルに沿って作業を進めています。

コミュニケーション能力の向上

仕事に対しての責任感

集中力の継続と体力面での不安の解消

農業という職種に対しての適応力

連携先の企業等の意見または評価

今年度も引き続き栽培の作業をお願いさせていただき、作業にもだいぶ慣れてきた様子も見られます。

今後も継続して作業を依頼させていただき、連携強化を図らせていただきます。

連携先企業名 株式会社フジアグリファーム 担当者名 代表取締役　眞田洋一

様式１



令和 8年 4月 6日

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 フジライフサポート 事業所番号 1510103490

住　所 新潟市東区柳ヶ丘2番14号 管理者名 田村　幸太

電話番号 025－250-7667 対象年度 令和7年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要
＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

場所　フジライフサポート柳ヶ丘(オンラインにて行う)

新潟市東区柳ヶ丘2番14号

概要　資生堂の方による身だしなみについてのセミナー開催

利用者数　1名

＜目的＞

社会人としての第一印象をよくする為に、基本的なスキンケア
やヘアセット、服装などの身だしなみについての意識向上

＜成果＞

スキンケアやヘアセットなどの、社会人として必要な最低限の
身だしなみについての知識を習得することで、一般就労に向け
た意識向上に繋がった。

連携先の企業や事業所等の意見または評価

・利用者さんが積極的に参加されていた。
・講座が進むにつれ表情も明るくなり、より前向きになったご様子を感じた
・サポートしてくださったスタッフ様のご協力により安心し受講されていた
・私どももスムーズに講座を推進することが出来た
化粧のちからにより皆様がより就職活動に前向きに取り組む後押しになれば幸いでございます。

連携先企業（担当者） 資生堂ジャパン株式会社　長田　綾

利用者からの意見・評価

・講師の方声も聞き取りやすく、分かりやすい内容もとても良かった
・メイクしたことがなかったが、少し興味が湧いた
・非常に参考になった。改めてこのような機会があるといいなと思った
・保湿や美容液といった、エイジングケアへの意識が高まった

様式２


